




気管支喘息発作のような大きなストレスが生体に起ったとき,副腎皮質が何等

かの反応をしていることは十分に予想される。また,個体外より与える副腎皮

質ステロイド剤の卓効は臨床医のよく知るところである。この使用に際しては

抗アレルギー剤,消炎剤として非常に有効なものとだけみるのではなく,その間

脳・下垂体への作用・ Feed-back 機構での位置,ひいては望ましくない作用の

発生機転を十分に考察しなければならない。


